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＜連絡事項＞

・明日１２月６日（水）13：30より、西病棟洗濯室より出火を想定し、防災訓練を行います。各自Ｗｉｚ内のメールで企画書を確認し、周知して下さい。患者様には本日のナイトプログラムを利用し、説明を行う予定です。

・病棟内の全自動洗濯機の排水が出来ず、朱夏に修理伝票を出しており、本日朱夏スタッフが点検に来ています。点検した所、修理する前に排水が通常通り出来たとの事です。また排水できなくなった際は連絡するようにとの事です。

＜患者様連絡事項＞

・小坂　君子様～１２月９日（土）11：30～１２月１０日（日）16：30の期間で外泊希望あり、主治医より許可がおりています。帰院時は外泊中の様子睡眠状況や設定した目標の達成度、疲労感の有無等を確認しましょう。

・山火　るい子様～以前より血圧低値の為、眩暈・ふらつき見られており、昨日１２月４日（月）には床に倒れ込む事ありました。現在４階の居室を使用しており、深夜のトイレ覚醒や早朝覚醒が見られ、ふらつき等あり、転倒のリスクが高いと思われる為、３階の居室を使用している稲垣恵利子様と居室変更しています。引き続き、１日３回の血圧測定を行うとともに、眩暈・立ちくらみ等症状の観察・確認、転倒がないよう見守り行っていきましょう。

＜田名部Dr.診察報告＞

・加賀谷　芙美子様～糖尿病の合併症があり、又、余暇時は臥床傾向、夜間の睡眠に関して熟眠感のなさ訴えている為、運動を促していますが、本人様は了解する事無く、「だるいんですよ。」と倦怠感訴え、拒否的です。しかし日課やプログラム、買い物時はスムーズに歩行されており、歩行運動を拒否されるのは陰性症状によるものだと考えられます。夜間の睡眠を深くとる為にも、声掛けをし短時間からでも運動を行うよう促していきましょう。

継続にて低血糖時と足のつっぱり感の訴え時に対する以下の予測指示が出ています。

※低血糖時（ＢＳ＜60の時）の予測指示

　　　　　　　　　　　①ブドウ糖　10g　服用

　　　　　　　　　　　それでもＢＳ＜60の時　

　　　　　　　　　　　②20％ブドウ糖　20ml　静脈注射

　　　　　　　　　　　予測指示期間：１２月６日（水）～２０日（水）まで

　　　　　　　　　　※足の突っ張り感の訴えがある時

①タスモリン（１）　１Ｔ　服用

　　　　　　　　　　　予測指示期間：１２月５日（火）～１９日（火）まで

　・本田　英之様～１１月２９日頃より、他患者様との対人関係についての不安感訴えており、先生より「自分の今後の生活に対しての目標を第一に考えて行く事、又、夜間の睡眠が乱れつつある為、立て直していくように」とお話ありました。今後も夜間の睡眠状況の観察・確認と、今後の生活設定の目標を自分の意志で決めれる様関わっていきましょう。


































